
告

示

平成™š年˜˜月™日 水曜日 第œ��™号官 報

〇
金
融
庁
告
示
第
百
八
号

フ
ェ
デ
ラ
ル
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
よ

り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
九
条

第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一

項
第
二
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
住
所
の
変

更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表
者
の

氏
名
及
び
住
所

ˆ
木

玲
雄

東
京
都
港
区
港
南
二
e

十

六
e

七

品
川
Ｖ
タ
ワ
ー
四

二
〇
九

〇
金
融
庁
告
示
第
百
九
号

ア
シ
キ
ュ
ラ
チ
オ
ニ
・
ゼ
ネ
ラ
リ
・
エ
ス
・
ピ
ー
・
エ

イ
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百

九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条

第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け
る
主
た
る
店
舗
の

変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
主
た
る

店
舗
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目

四
番
地

半
蔵
門
フ
ァ
ー
ス
ト

ビ
ル

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
五
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
六
百
九
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日総

務
大
臣

川
端

達
夫

第
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

電
気
通
信
事
業
者
は
、
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
捜
査
機
関
か
ら
の
要
請
に
よ
り
位
置
情
報
の
取
得

を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
位
置
情
報
が
取

得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
利
用
者
が
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
き
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
の
発
付
し
た
令
状
に
従
う
と

き
に
限
り
、当
該
位
置
情
報
を
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
九
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

町
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日法

務
大
臣

平
岡

秀
夫

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
松
田
町
長

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
長

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴
町
長

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
長

三
重
県
南
牟
婁
郡
御
浜
町
長

北
海
道
恵
庭
市
長

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
五
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
松
本
市
刈
谷
原
町
字

矢
室
入
五
八
一
の
一
か
ら
五
八
一
の
三
ま
で
、
五
八
二

の
イ
、
五
八
二
の
ロ
、
五
八
三
の
一
か
ら
五
八
三
の
三

ま
で
、
五
八
三
の
イ
、
字
矢
室
山
一
〇
四
二
の
四
、
一

〇
四
二
の
一
七
、
一
〇
四
二
の
三
二
、
一
〇
四
二
の
三

三
、
一
〇
四
二
の
イ
の
二
、
一
〇
四
二
の
イ
の
一
二
か

ら
一
〇
四
二
の
イ
の
一
六
ま
で
、
一
〇
四
二
の
イ
の
一

九
、
一
〇
四
二
の
イ
の
二
〇
、一
〇
四
二
の
イ
の
二
三
、

一
〇
四
二
の
イ
の
二
六
、
一
〇
四
二
の
イ
の
二
八
、
一

〇
四
二
の
イ
の
二
九
、
一
〇
四
二
の
イ
の
三
一
、
一
〇

四
二
の
イ
の
三
四
、
一
〇
四
二
の
イ
の
三
六
、
一
〇
四

二
の
イ
の
七
五
、
一
〇
四
二
の
ロ
、
一
〇
四
二
の
ハ
、

字
矢
室
一
〇
四
五
、
一
〇
四
六
、
一
〇
五
一
、
一
〇
五

二
の
イ
、
一
〇
五
二
の
ロ
、
一
〇
五
三
か
ら
一
〇
五
五

ま
で
、
七
嵐
字
矢
室
山
た
ま
り
林
一
〇
五
五
、
一
〇
五

五
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
長

野
県
庁
及
び
松
本
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

別
表
第
十
三
の
五
製
麺め

ん

の
項
検
定
職
種
の
欄
中
「
製
麺め
ん

」
を
「
製
麺
」
に
改
め
、
同
項
学
科
試
験
の
欄
中
「
麺め
ん

一

般
」
を
「
麺
一
般
」
に
、「
麺め

ん

の
」
を
「
麺
の
」
に
、「
製
麺め
ん

」
を
「
製
麺
」
に
、「
機
械
生
麺め
ん

製
造
法
」
を
「
機
械
生
麺

製
造
法
」
に
、「
生
麺め

ん

の
」
を
「
生
麺
の
」
に
、「
生
麺め
ん

類
」
を
「
生
麺
類
」
に
、「
機
械
乾
麺め
ん

製
造
法
」
を
「
機
械
乾
麺

製
造
法
」
に
、「
乾
麺め

ん

の
」
を
「
乾
麺
の
」
に
、「
乾
麺め
ん

製
造
に
」
を
「
乾
麺
製
造
に
」
に
、「
手
延
べ
干
し
麺め
ん

製
造
法
」

を
「
手
延
べ
干
し
麺
製
造
法
」
に
、「
手
延
べ
干
し
麺め

ん

の
」
を
「
手
延
べ
干
し
麺
の
」
に
、「
手
延
べ
干
し
麺め
ん

製
造
に
」

を
「
手
延
べ
干
し
麺
製
造
に
」
に
改
め
、
同
項
実
技
試
験
の
欄
中
「
機
械
生
麺め
ん

製
造
作
業
」
を
「
機
械
生
麺
製
造
作

業
」
に
、「
機
械
乾
麺め
ん

製
造
作
業
」
を
「
機
械
乾
麺
製
造
作
業
」
に
、「
手
延
べ
干
し
麺め
ん

製
造
作
業
」
を
「
手
延
べ
干
し

麺
製
造
作
業
」
に
改
め
、
同
表
コ
ン
ク
リ
ー
ト
積
み
ブ
ロ
ツ
ク
施
工
の
項
を
削
り
、
同
表
調
理
の
項
中
「
麺め
ん

料
理
調

理
作
業
」
を
「
麺
料
理
調
理
作
業
」
に
、「
麺め
ん

料
理
の
」
を
「
麺
料
理
の
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
粉
末
冶や

金
の
項
中
「
粉
末
冶や

金
」
を
「
粉
末
冶
金
」
に
改
め
、
同
表
竹
工
芸
の
項
を
削
り
、
同
表
製

麺め
ん

の
項
中
「
製
麺め
ん

」
を
「
製
麺
」
に
、「
機
械
生
麺め
ん

製
造
法
」
を
「
機
械
生
麺
製
造
法
」
に
、「
機
械
乾
麺め
ん

製
造
法
」
を

「
機
械
乾
麺
製
造
法
」
に
、「
手
延
べ
干
し
麺め
ん

製
造
法
」
を
「
手
延
べ
干
し
麺
製
造
法
」
に
、「
機
械
生
麺め
ん

製
造
作
業
」

を
「
機
械
生
麺
製
造
作
業
」
に
、「
機
械
乾
麺め
ん

製
造
作
業
」
を
「
機
械
乾
麺
製
造
作
業
」
に
、「
手
延
べ
干
し
麺め
ん

製
造
作

業
」
を
「
手
延
べ
干
し
麺
製
造
作
業
」
に
改
め
、
同
表
建
築
図
面
製
作
の
項
を
削
る
。

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
第
三
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号

と
し
、
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
五
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
五
第
一
号
及
び
第
二
号
の
表
製
材
の
こ
目
立
て
科
及
び
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
科
の
項
を
削
り
、
同
第
三
号
の

表
金
属
研
磨
仕
上
げ
科
及
び
れ
ん
が
積
み
科
の
項
を
削
る
。

別
表
第
十
一
の
二
製
材
の
こ
目
立
て
、
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
及
び
れ
ん
が
積
み
の
項
を
削
る
。

別
表
第
十
一
の
四
、
別
表
第
十
二
及
び
別
表
第
十
三
中
製
材
の
こ
目
立
て
及
び
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
の
項
を
削
る
。

別
表
第
十
三
の
五
金
属
研
磨
仕
上
げ
及
び
れ
ん
が
積
み
の
項
を
削
る
。

別
表
第
十
四
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
の
項
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四

年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）別
表
第
十
一
の
二
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
粉
末
冶や

金
、
竹
工
芸
、
製
麺め
ん

、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
積
み
ブ
ロ
ツ
ク
施
工
及
び
建
築
図
面
製
作
に
係
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
業

訓
練
指
導
員
試
験
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
規
則
別
表
第
十
二
又
は
別
表
第
十
三
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
粉
末
冶や

金
、
竹

工
芸
及
び
建
築
図
面
製
作
に
係
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
並
び
に
旧
規
則
別
表
第
十
三
の
五
の
検
定
職
種
の
欄
に

掲
げ
る
製
麺め
ん

及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
積
み
ブ
ロ
ツ
ク
施
工
に
係
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
が
職
業
能
力
開
発
促
進
法

第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
名
称
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）別
表
第
十
一
の
二
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
製
材
の
こ
目
立
て
、
ガ
ラ
ス
製
品
製
造

及
び
れ
ん
が
積
み
に
係
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
規
則
別
表
第
十
二
又
は
別
表
第
十
三
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
製
材
の
こ
目
立

て
及
び
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
に
係
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
並
び
に
旧
規
則
別
表
第
十
三
の
五
の
検
定
職
種
の
欄
に

掲
げ
る
金
属
研
磨
仕
上
げ
及
び
れ
ん
が
積
み
に
係
る
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
が
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
五
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
名
称
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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